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　In　order 　to　identify　the　botanical　origins 　of　the　Chinese 　crude 　drug，
’‘Cangzhu （Soujutsu　in

Japanese）
”
the　essential 〔〕il　components 　of 　the　crude 　drug　samples 　were 　commerciaUy 　obtained 　in

Chlna 　and 　Japan　and 　the　results 　were 　compared 　with 　those 　of　rhlzomes 　of　Atractytodes 　tancea，　A．
chinensis 　andA ．　hore αn α growing 　wi ］d　in　China，　previously 　reported ．　Atractylodin　was 　contained 　in
all　Qf 　the　comrnercial 　samples ，　and 　atractylorl ，　which 　is　a 　major 　component 　Qf　another 　crude 　drug，“
Baizhu （Byakulutsu　in　Japanese）

”
origlnating 　from　A ．ノaponica 　or 　A ．　macro （／ephata （A ，　ov αta），　was

also 　detected 　in　sorne 　samples ・　C）n　the　basis　of 　our 　prcserlt　data，　orl しhe　essent ．ial　oil　components ，
the　botanical　origins 〔）f　the 　Chinese　samples 　were 　identi負ed 　as ！生．　tancea，　A ．　chinensis 　and ．A ．　koreana
growing 　wild ．　Two 　types 　ofA ．　lancea　appcared 　to　grow 　toge しher　insarnearea 　in　the　east 　of 　Hubel
province ．　 The　botanical　origins 　of　Japanese　samples 　were 　identified　as 　Hubei−Anhtii　type　of　A，
lancea，　on 　the　basis　of　the 　presence 　of 　hinesol　and β一eudesmol 　as　maj ぐ）r　co ］nponents 　and 　a　trace
amount 　of 　atractylon ，

Keywords −
　／ltractylodes　lan（／ea ；／生．　chinensis ；Soujutsu ；essentiat 〔，il；att

’
actylon ；a しractylodin

　キ ク科 （Compositae ）の オ ケ ラ属 （A 　tractylodes ） の 根

茎 を 基原 とす る漢薬 は，朮 あ る い は 朮類生薬 と 総称さ れ，

市場品は蒼朮 と 白朮 に 大別 さ れ るD ，中華人民共和国薬典

（薬典）
Z）

と 日本薬局方 （日局）
3）

は，ホ ソ バ オ ケ ラ A ．lancea

（THUNB ．）DC ．と シ ナ オ ケ ラ A ．chinensis （DC，）KOII）z．の 2

種 を 蒼朮 の 基原植物 と して 規定 して い る．蒼朮は poly −

acetylene の atractylodin （6） お よ び sesquiterpene の

hinesol （3），β一elldesmol （4）を，自朮 は sesquiterpcne の

atractylon （2）を そ れ ぞ れ特徴的 な 精油成分 と して 含有す

る と さ れ て きた．こ れ らの 成分を指標 と した蒼朮と 白朮の

鑑別法 が薬典ま た は 日局 に 記載 され て い る．しか し，蒼朮

市場品 は 白朮 と比 較 して 精油成分の 変動 が 大きい こ と が報

告 さ れ て い る．蒼埖 の 生産 は野生品の 採集 に 依存 して い る

が ， 自生地 で 基原植物を採集，同定 し，こ れ に 基づ い て 市

場品 の 基原 に つ い て 議論した報告 は み られ な い
4−−e＞．

　我 々 は蒼朮 の 基原 と晶質を解明す る 日的 で，古来， 蒼朮

の 産地として著名な 江蘇省茅山，河南省嵩山を含む中国各

地 の 産地で ，基原植物 の 集団 サ ン プ リ ン グ を行 っ て きた，
こ れ ま で 自生 地 で の 調査 で 得 た 植 物 は A．tancea，　 A ．

chinensis お よ び シ ョ ソ ウ ジ ：、ツ A 、　 leoreana　（NAKAI ）

K ［TAM と同定 さ れ た．こ れ らの 植物は 6 を 共通成分 と し

て 念有 す る が，2 を含有す る もの も広 く分布す る．精油成

分 に は変 異 が 見 られ，A ．　 lancea は 1）茅lll型 （Maoshall

type），
2）大別 L｛1型 （Dabieshan　type），3）湖北 ・安徽型

（Hubei 　Anhui 　 type）　の 3種類 の 型 が 認 め られ る．　A ．

chinensis は 変異 が 小 さ く，　 A ．　 lancea の 変異に 包 含 さ れ

る，また，精 油 成分 の 変異 は 主 に 遺伝 要因 に よ る こ と を 明

らかに し報告 して き た
9）．

　本報 で は，自生地調査 を補う こ と と，調査結果 に基づ い

て 近年流通す る 市場品 の 基原 を 考察 す る 目的 で，調査地点

が含 ま れ る地域 に 集荷 さ れ た 生薬を収集 し，精油成分を分

析 した，中国 お よ び 日本市場品を収集 し，蒸 原 に つ い て 検

討 した．ま た，比較の た め 臼朮市場品 の 分析 を行 った．

実　験　の 　部

　植 物 材 料

　蒼朮 基 原植物の 自生地調査 を行 って き た地域 （汀蘇，安

徽 湖北 ， LLiS（，河北 の 各省）
9d’　“’［）

に集荷され た蒼朮 を 199五

（499）
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TABLE　I．　Prodllcing　Country 　of 　 Crudc 　Drug，
“
Cangzhu 　（蒼朮 ）

”
　Coliected 　fr〔）m 　Previously　Investigated　Localities

　　　　　Concerning 　Atrdctytodes 　Plants　Growing 　W ．ild　in　China

　 　 　　 　Producing 　country

Jurong ，　Jiangsu （江蘇 省句 容県 ）

Taiping，　Anhui （安 徽 省太
’
囚＞9

Taipjng，　Anhui （安徽省太平区 ）

Yingshan ，　Hubei （湖」匕省英 IL県）

Suizhou，　Hubei （湖北省随州 rh ）

Danjiangkou ，　Hubei （湖 北 省丹 tl：「
．
i市）

Cheng 〔三e，　Hebei （か∫」ヒ省承徳1市 ）

Chengde ，　Hebei　（≠可」匕省7採和惑市）

Zanhuang ，　Hebei （河 北省 贊 皇県 ）

Taian ，　Sharldong　（山東省泰安市）

Abbr．〔〕f　the　 sample 　　Collection　daしe

AL ，JALTIAI

．T2ALYALSALDACClACC2ACZACT

NDv ．，1994
Aug ．，1992
Jul．，1994
JuL，1994
Sep．，1991
JuL，1994

Scp．，1991
Nov ．，1994
Jul．，1994
NOv ，，1994

Reference 　No ．’

149．　99150241500015

〔｝Oll5002tsGO3119931

．500，t1500515006

Expected　bQtanica1
　 　 　 　 　 事＊
　 　 0 「19】n

　 五 ．lancea
　 A ，tancea
　 fl，　tan（］ea

　 ！4．lancea
　 丑 、lancea

　 ／1．lanCOa

　 A．chinen ∫is
　 ／1．chinensi ∫

　 ハ．（thinensis

　 A ．chi η ensis

’The 　specimen 　reference 　number 　of　the　herbariurn　of　Tsumura 　Central　Research　Laboratories．
＊‡The 　expectation ［s　based 　on 　the　spccimcns 　coUected 　at　their　producing 　countries 　iη ↑he　previQus 　investigation．

　　　　　　　　 TABLE 　I工．　Cprnmercial　Sample 　of 　Crude　Drug，
“Cangzhu （蒼朮 ）

”
arld

“Baizhu （ta朮 ）
”

驟 　 　 　 　 　 　 M ・・k・・ 　 　 　 　 　 臨 落
fD

…
R
囎

ce

Cangzh 血　Hubei （湖北），China，　purchased 　from　Tochimotc ｝Tenkaido 　Co、、　Ltd．，‘）saka ，　Japan 　 C】　　Jul，，1985　10377

（蒼朮 ）　 Hehuachi ．free　Market ，　Chcngdu ，　Sichuan （四 1「1省成都市 荷花池 市場 ），China　　　　　C2　　0ct ，1986　 1〔）778

　　　　　Hubei （湖北），China，　purchased 　from 　Yamarn 〔〕to　Yakuhinn 　Kogyo 　Co．，　Ltd．，　　　 C3　 May ，　1988　11178

　　　　　　Tokyo ，　Japan
　　　　　Shanxi （陜西 ），China，　purchased 　from 　Shibata ＆ Co．，　Ltd．，　Tokyo ，　Japall　　　　　 C4　 Apr ．，　 i9，　94　 13610

Juhua　free　Market，　Kunming ，　Yurman （雲 南省昆 明 市菊花市場），　China
Drug 　store 　A ，　Hehuachi　free　Market，　Chengdu ，　Sichuan （四 川 省成 都 ltf荷花池市場），
　 ChiIlaDrug

　store 　B，　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　
”

Drug 　store 　C，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
”

Drug 　store 　D，　　　　　　　　　　　　　　　　　　
”

Zhangshu ，　Jiangxi （江 西省樟 樹鎮），　China
Zhah ⊥teqi，　Neimenggu （内蒙 1矯

厂
1治区札魯特 旗 ），China

Drug 　store 　A，　Hongkong
Drug 　store 　B ，　　

”

Drug 　store 　C 、　　
”

Baizhu

（白朮）

Fengcheng ，　Liaoning （遼 寧 省鳳 城県），China

South　Koren
South 　Korea ，　purchased　fr（＞rn　Shibata＆ Co．，　Ltd ．，　Tokyo ，　Japan
North　Korea，　purchased 　from 　Shibata＆ Co．，　Ltd，，　Tokyo ，　Japan
North　Korea ，　purchased 　froln　Shibat．a ＆ Co．，　Ltd，，　Tokyo ，　Japan
Jilin　（占林），China
Jitin（占林）、ChiDa，　purchased　from　Shibata＆ Co ．，　Ltd ．，　Tokyo ，　Japan

h品 uachi 　free　Ma 取 ct，　Chengdu ，　Sichuan （四 川 省成 都市 荷花 池市 場），　China
　　　　　　　　　　　　　　　〃

Linan，　Zhej［ang （浙江 省 臨安県 ），China
Zhangshu ，　Jiangx．i （汲：［

J酉省樟樹
．
市）　，　China

Zhejiang （浙江 ），　China ，　purchased 　from　Mikuni 　Co ．，　Ltd．，　Osaka ，　Japan

如 輿 一蜥些）一，璽 些 P旦
・
ρ噬 ILゆ 三§亜 塾罐 一99・運巫 塾 y°迦 P…璽

C5　　 Dec、，1994　 13908
C6　　 Jun ．，1996　 1rコOO7

α

c8c9

 

 

 

 

 

麺

墨
靉
謙…
駕

跳

器
種h。 ，p 。，im・n ・ef ・・ … enumb … fth・ H ・・b・・ium ・f　T ・umura 　Cent・a1　Rcsea・ch 　L ・be・at ・・i…

Jun ．，1996

Jun ．，　1996
Jun ．，　1996
0ct，，　1989
Aug ．，1996
Jul．，　1996
Jul．，　1996

Jul．，199．　6

0ct．，　1993

Allg．，1985
（）ct．，　1995

Feb ．，1994
May ，1995
May 、1995
JuL，　1996

15008150091501011388150141501

】

1501215013

Dec ．，1987

Scp．，1995
May ，1993
May ，1995
May ，199，　5
（）ct ．，　1995

12909106041433314103MIO414G751492015025150161276615015MUOi5020

〜1994年 に 入手 した．こ れ らの 生薬 は調査地点 を 含む ， よ

り広 い 地域 で 採集 ，調 製 され て 集 ま っ て き た もの で ある と

考 え られ る，TABLE　 I に 産地，試料 の 略号 ， 入 手H を 示 し

た，基原 は 自生地で の 調査で 得 て き た植物 の 同定結果か ら

推 定 し示 した ．各産地，5〜30kg を入手し，試料の
一一

部 は

標木番号を付 けて ツ ム ラ 中央研究所生薬標本室 に 保 管 し

た．

　流通市場占llrは ツ ム ラ 中央研 究所牛 薬標本室 に 保管 され て

い る もの も含め て ，蒼朮 i5検体，臼朮 12検体を入手した

（TABL ｝．二 H ）．　 ．・
部の 蒼朮 は 同

一
市場 の 異 な る商店 で 購入 し

た も の で あ り，香港市場品 （C12〜Cl4 ） は 切断生薬で あ っ

た．

　精油成分 お よ び精油含量 の 定量

　1
’
AB ［．E　1 に 示 した 試料 は 300　g を取り ロ ッ ド ミ ル で 均

・

（500）
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TABLE 　III．　COntentS　 Qf　EsSential 　 Oil　COmpOnentS 　 and 　 ESSentia10il　in　 the　 ChineSe　 CrUde　DrUg，
’
℃ angZhU

”COIIeCted

　　　　　 from　Previously　Investigated　Locallties　Concerning　Atractylodes　Plants　Growing　Wild　in　China

Crude　drug　and 　rhizome 　　　　　　　　　　Component （％ of　dry　weigt ）　　　　　　　　　　　　4／3　　 Essential　oil

　 of ・4　tract）Jlodes 　P主ant 　　　 1　　　　 2　　　　3　　　　4　　　　 5　　　　 6　　　 Total 　（c 〔川 ヒent 　ratio ） （m1 ／509 ）

ALJ 　（江蘇 省句容県 ）　　　　 N ．D．
ALTI （安徽 省太 平 区）　　　 0．14
ALT2 （安徽省太 平区）　　　 0．19
ALY （湖北省英山県 ）　　　　O ．2G
ALS 　（湖北 省随 州 市）　　　 0．20
ALD （湖北 省丹 江 口市）　　 0，14

0．96N
．D，

TR ．
TR ．
TR ．
TR ．

ACCI （河北 省承 徳市 ）

ACC2 （河 北省承徳市）
ACZ 　（河 北 省贊 E県 ）

ACT （山東省泰安市）

Oユ3　　　　0．22
N ．D．　 　 0．14
0．45　　　 TR ．
0．07　　　　　0，48

0，06　　　 0．30
2．Ol 　　　 2，10
3．10　　　 3．57
3．43　　　　 1．89
3．57 　　　 2．76
2．Dl　　　　 2．09

0．37　　　　0．71
TR ．　　 　 TR ，
0，33　　　　 G．47
TR ．　　　 TR，

15nn

∬

nn

．
Rn

訟

R

0，
NNNNN

．
TNNT

0，570
，210
，370
．120
，150
．210

．320
．120
．540
．30

2 、04 　　　　　5．OG
4．46　　　　　1，04
7．23　　　　　　1，15
5．64　　　　　　　0．55
6 ，68　　　　　　0 ，77
4．45　　　　　　1，04

1．750
．261
、790
．85

7454431
∩
乙

4449

σ

1，92　 　　 　 　 L4
−
　 　　　　　0．3

1．42　　　　　　1．4
．．
　　　 　　 0．9

A ．tancea ’

　 1．　Maoshan 　type 　　　　　 O．Ol
　 2．　Dabishan 　type　　　　 O．18
　3，　Hubei−Anhui 　type 　　O，14

瓦 蕊痂厩藷 ・・

一一一
　

一一一 ．．．

　 1，　North　type　　　　　　　 O．07
　2．　South　type 　　　　　　N ．D ．

711610凱

N

甑

G44豆

5GO

0．145
．352
．80

0，29　　　　 0，09　　　　0 ．37
0，30　　　 N，D．　　 G．Ol
2．75　　　 N．D．　 　 0．16

7
ρ
08

00Q

σ

200
7r46［

D88155

0，29　　　　0，77
0，01　　　 0，01

2200OO0，46　　　　 1、80　　　　　　2，66
0 ．42　　　　　L．00　　　　　　1，00

1，elemol ；2，　atractylon ；3，　hineso1 ；4，β一eudesmo1 ；5，　selina −4（14），7（11）−dien−8・one ；6，　atractylodin 、　 N．D ，，　 not 　detect ；TR ，
trace　amount ．
＊
八セご．Med ．，48，監1（t994）；ibid．，49，18（i995），　

＊＊
】faleugakuzasshi，　ll5，543　（1995）．

See　TABLE　 I　 for　sample 　codes ．

な 粉末 と した．湖北省英山 県 産 （ALY ）に は，異 な る 基 原

植物 が混在 して い る 可能性 が 今回 の 分析結果か ら示唆 され

た た め，別 に 50 個の 生薬を取 り個 々 に 粉砕 し分析 した．中

国 お よ び 目本市場品は 10〜30g を取 り 1試料 と した．た

だ し，吉林省産を 除 く中国産 白朮 （B7 〜B12）に 関 して は，

不整 に 肥大 した 大型 の 塊状を 呈 し， 内部が f分乾燥 して い

な い もの が み られ た た め，刻ん で デ シ ケーター巾室温 で 乾

燥後分析 に供 した．生薬中の elemol （1），2，3，4，　 selina −

4（14），
7（11）・dien−8−one （5），6 の 各成分の 定量 は，前報

9a、

と同様に GC で 行 っ た．精油含量 は粉末約 20　g を精密 に秤

量 し，日局 の 生薬試験法 に した が っ て 測定 し，生薬 50g の

換算値 （ml ／50g ）で 含量 を求め た
la）．

結 果 と 考 察

O

3　
　
　
　　
　
　
　　
2
　　
　
　
　　
　
　
　

1
　

　
　
　
　

　
　
　
　

0

（
苙
903

き

こ
o

承
ど
oE

＄
コ

⊃凵
晦

陛ubel 〆Anh

（n再45 ）

　 　 　 　 　 　 Dabieshan ．type
　 　 　 　 　 　 （n ■5 ）

一

　1，　 集荷 地 が 明確 な 蒼朮の 精油成分

　6 は 0．12〜α57％ の 含有率を示 し，共通 に 含有 さ れ る 成

分 で あ っ た （TABLE　m ）．江蘇省句容県産 （ALJ ）は 2 と 6

を主成分と し，そ れ ぞ れ 0．96，0．S7 °
／。 の 高含量 を示 し，3 と

4 は低含量で あ っ た． こ の 特徴 は 江蘇省茅山 と そ の 周辺地

域 に 生育す る茅山型 A．tanceaと 一
致 した．こ れ に 対 して，

湖北 お よ び安徽省産 （ALTI ，　 ALT2 ，　 ALY ，　ALS ，　ALD ）

は 3 と 4 を主成分と し， こ れ ら の 含量比 は 0．55〜1．15を 示

した．ま た．2 は検出され な い か，さ れ て も微量で あ り，5

は検出され な か っ た．以 ．ヒの 特徴は湖北，安徽，陜西，河

南省 に 広 く分布す る 湖北 ・安徽 型 オ．lancea と…
致 し

た
9b ）．湖北 お よ び 安徽省産 の 精油成分の 合計含量 は，4．45

〜7．23％，精油含量 は 2．4〜4．5ml ／50g を 示 し， 江蘇省旬容

1　　　　　　 2　　　　　　 3　　　　　　 4

　 　 Hinesol （％ of　dry　weight ）

5 6

Fig，1．　 Variation 　of　 Hinesol 　 and 　β一Eudesmo 圭 in　the

　　　 Commecial 　Samples　of
‘‘Cangzhu （蒼ノIL）tt

　Produced

　　　 in　Yinshan （ALY ）in　Hubei （湖北），China

県産 （ALJ ）の 2．04％．1．7　ml ／50g と比較し高含量で あ っ

た．

　湖北 省英山県 に は 3 を 主 成分 と す る 大別由型 A ．lanceα

が 牛 育 す る と 報 告 し た が
b゚）

， 今回 の 調 査 で 英 山県 産

（ALY ）　 の 成分的特徴 は大別山型 A ，　 lanceα と 一致しな

か っ た （TABLE 皿 ）．しか し，4 の 3 に 対す る含量比 は 0．55

で あ り，そ の 他 の 湖北 ・安徽省産 の 含量比 の 0，77〜1．15と

比較 し，低い 傾向を 認 め た （TABLE　H ）．こ の た め ALY を

倒体別 に 分析 した 結 果，5 個体 は 3 を 主 成分 と し，4 の 3 に

対 す る 含量比が O．Ol・−O．08，平均0．06 を 示 し，こ の 特徴 は

大別山型 A ，1α ncea と　
・
致 した． こ れ に 対して ，そ の 他 の

45 個体は 3 と 4 を主 成分 と し，湖北 ・安徽型 A ．tancea の

特徴 と 一一致 した （Fig．1）．こ の よ うに
，
　 ALY 中に は大別山

型 五．lanceaを 基原 とす る蒼朮を確認す る こ とが で きた，

しか し， ALY は湖北 ・安徽型 且，1α ncea を基 原 とす る蒼
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Drug 　nanle

TABL1こ IV．　Essentia［Oil　Componen しs　of 　Colnmercial　Sample 　of 　Crude　Drug ，
“
Cangzhu （蒼朮）

”

　　　　　 and
」
Baizh は （r田亡）

”

　　　　 Abbr ．　of　　　　　　　　　　 Cornponent （％ of 　dry　we 〔ghD 　　　　　　　．　　　　 Tota1

tarriplu
．L．　 　 2

0，29　　 　　 N ．D ．
0，29　　 　　 ND ．
O．24　　　　 N．D ，
0．26　　 　　 T ．R ．

0，i4　　　　　　0．19
0 ．10　　　　　 G．21
0．21　　　　 〔｝．13
0、16　　　　 N．D，
0．10　　　　　　0．29
0 ．07　　　　　 0．正5
N．D．　　　　 G．46
N ．1）．　 　　 1，08
N ．D．　　 　　 0．42
N．D．　　　　0．15

　 　 　 　 　 N．D．

3

Carlgzhu 　　　　 C1
（蒼丿に）　　　　　 C2

　 　 　 　 　 　 　 C3
　 　 　 　 　 　 　 C4

　 　 　 　 　 　 　 C5
　 　 　 　 　 　 　 C6
　 　 　 　 　 　 　 C7
　 　 　 　 　 　 　 C8

　 　 　 　 　 　 　 Cg
　 　 　 　 　 　 　 CIO
　 　 　 　 　 　 　 α I
　 　 　 　 　 　 　 Ct2
　 　 　 　 　 　 　 C13
　 　 　 　 　 　 　 C14

　 　 　 　 　 　 　 Cl5

Baizhu
（白朮）
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0，07　　　　 N．D．
〔）．40　　　　 NJ ）、
0．36　　　 　 N」），
O ．41　　 　 N ．D．
0．18　　　　　N ．1）．
0，19　 　　　 ND ．

N ．D ．　　　　 N ，1）、
N ．D．　 　　 N ．D．
N ．D ，　　　 N ．D．
N ．D，　　 　 N ．D．
N ．D ．　　 　 N ，D ，
NI ）．　　　 　 NJ

．
）．

1、elemo1 ；2，　 atracty ｝on ；3，　 hir〕esol；4，β一eudesmo1 ；5，　 selina −4（14），7（ID −dien−8−one ；6，　 atractylodin ・
not 　detect ；TR ．，　trace　 amo ロ nt．　See　T 八BLE 　II　for　sample 　codes ．

．β ．．一＿．．（ftg） −
0．10　　　　　　8，66
G．23　　　　　　　3．67
〔｝．06　　　　　　4．80
0．25　　　　　　4、67

0．43　　　　　2 ．05
0 ．27　　　　　　1．07
0、21　　　　　 1，40
0 ，33　　　　　　1，24
〔｝．21　　　　　0、97
G ，15　　　　　　0．38
G．31　　　　　 0．77
0．46　　　　　　L84

0，15　　　　　0．63
0．22　　　　　　0．48

0 ．42　　　　　 0．42

　 　 　 　 　 2，39
　 　 　 　 　 1．95
　 　 　 　 　 2．20
　 　 　 　 　 3．10
　 　 　 　 　 Lgo
　 　 　 　 　 2．71

　 　 　 　 　 0．37
　 　 　 　 　 2．00
　 　 　 　 　 0．89
　 　 　 　 　 2，44
　 　 　 　 　 1、07
　 　 　 　 　 0．54

　 　 　 　 　 　 　 N．D，，

朮 の 頻度 が 高か っ た た め，こ れを 1試料 と して 分析 した場

合，湖北 ・安徽型 A ．tancea の 成分的特徴を 示す こ とが分

か っ た．以 1二の 結果か ら，湖北省東部地域 に は，2 種．類の 型

の A ．伽 c翩 が生育す る と考 え られ た．大別 1瞬 騒 、tanceα

は 英山県 の 海抜 1，000　m に 生育す る 集団 で あ る が
9b ），　 A ．

tancea は こ れ よ り も低 い 海抜高度 に も生 育 L．て い る．した

が っ て，大別山型 A ．lancea は湖北省東部に 位置す る人別

山の 標高の 高 い 地域 に 分布 が 限 られ，標高が低い 地域 に は

湖北 ・安徽型 A ．lancea が生 育す る 可 能 性 が 推定 さ れ た ．

　河北，lIl東省産 （ACCI ，　 ACC2 ，　 ACZ ，　 ACT ）か ら は 2

が検 出 され，含鑚 は TR ，〜O．48％ で あ っ た （TABI．ト： IID．3

と 4 は そ れ．そ れ，TR ，〜0．37，　 TR ，〜0．71％ で あ っ た．2 と 6

を 主成分 とす る もの （ACC2 ，　 ACT ） と，3 と 4 を ・1．〜成分 と

す る もの （ACCD な どの 変異が認 め られ た．精油成分 の 舎

計含量 は 0．26〜1．79％ ，精油含 量 は 0．3〜1、4mlf
’
50　g を示

した，河北，山東省産 の 精 油 成 分含攣は 湖北 ・安徽省産 に

比較 して 低含量で あ っ た，以 上の 特徴 は 江蘇省北
．
部 か ら河

北，山東省 に か け て 生育す る A ．chinensis に
．．．．・

致 しだ
）C ｝．

　今回の 調 査 は，こ れ ま で に 報告 して き た自生地調査 の 結

果 が ， 調 査地点の 周辺地域か ら産出 され る蒼朮 の 成分 の 特

徴を よ く反映 して い る こ と を示 して い る と考
．
え る．ま た，

湖北省東部 に は A ．lancea の 垂直分布 に 変異が あ る こ とが

示唆 された ．

　2．　 中国お よ び 日本市場品 の 精 油 成 分 と基原 の 推定

　6 は 蒼朮 か ら共通 に 検出 さ れ ，
0，10〜0．46％ の 含 』1を 示

し，白朮か らは検出 され な か っ た （TABLE 　IV），6に よ っ て

蒼 朮 とド．1朮 は薬物 と して 明瞭 に 区別 さ れ た，今 回 の 結果 は

西川 ら の 報告 を 攴持 して い る
4）．

　2 は 白朮 の 主精油成分 （0．37〜3．00％ ）で あ っ た が，蒼朮

11試料 rl
．
18 試料か ら検出 され た．2 は 1」本市場品か ら は検

出さ れ な い か 極 微 量 で あ っ た が，中国市場品に は 白朮 に 相

当 す る含量 （0，42〜1．08％ ）を示 す もの が 認 め られ た．こ の

結果か ら．2 の 含 殴に よ っ て 蒼朮 と 白朮を区別す る こ と は

困難 で あ る と
．
考え られ る．

　2 を含有す る蒼朮 （C5〜C7，　 C9〜C 藍4）は，白∫匡墓原植物

との 自然雑種を基原とする 可能性が 推定 され て きた
1．5〕．し

か し，中圜 に 生育す る A ．tanctea，　A ．　chinensi ．s，　A ．　leoreana

に は精油成分の 種内変異が 認め られ， 2 は広 く含有 さ れ る

成分で あ る
S；）． こ れ ま で ，自生地 で の 肖然雑種 の 存在 を 示

す報告 は み られ な い．A．　lanceα に 関 して ，神 山 ら は 日本 で

栽培，保 存 され て き た 系統 に も同様の 変異が み られ，ケ モ

タ イ プ の 存在を 推定 して い る
1］）． Mizukami らは DNA の
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塩基配列 の 分析 に よ っ て ，A ．　 lancea の 2 を含有す る系統

は 白朮基原植物 と の 交雑 に よ る もの で は な い こ とを 明 らか

に し報告 して い る
12）．

　 今回分析 した 蒼朮市場
lr
占は精油成分 の 特徴 に 基 づ い て ，

1）C1〜C4，　 V ）C5〜C14 お よ び IH）C15 の 3 群 に 【》〈別 で

き，そ れ ぞ れ基原植物は 異な る と推定 され た． 1） は 3 と

4 を li成分 と し合計含量 は 高 く，2 は検出さ れ な い か ， 微量

で あ っ た こ と か ら，湖北 ・安徽型 A ．lancea を基原 とす る

と判断 され た．ま た，C2 は 4 の 3 に 対す る 含鯨比が 0．2 と

低 か った こ と か ら，大別由型 ／1．lanceα を基原 とす る蒼朮

が 混在して い る可能性が 示唆 され た．こ れ らは現行 の 凵局

の 蒼朮 の 規定 に よ く適 合 し，こ の う ち C1，　 C3，　 C4 は 日 本

市場品 で あ っ た．且 ） は 3 と 4 の 含量 が低く，そ れ ぞ れ N．

D ．〜0，26％，N ．D ．〜O．92％ で あ っ た．6成分の 合計含量 は

0．38〜2．05％ と低含量で あ っ た．ま た，C8 以 外 の 蒼朮 か ら

は 2 が 検出 さ れ た，以上 の 精油成分の 特徴は A ．chinensis

お よ び茅 IL【型 A ．　 lancea に
．一

致す る．　 しか し，茅山型 A ，

lanceaは 分布 が 限 ら れ
VO
，ま た 現在産 出量 は 極 め て 少 な

い
13＞．した が って ，H ） は A ．　chinensis を纂 原 とす る と推

定 され た．さ らに，U ）は 4を 主 成分 とす る C5〜C9 （Ha ）

と，2 と 6 を主成分とす る C10〜C14 （II　b）の 2 群が ，忍め

ら れ た ，ll　a ） は 黄 河 以 北 に 主 に 生 育 す る 北 部 型 A．

chinensis ，　 ll　 b） は 黄 河 以 南 に 生 育 す る 南部型 A ．

chinensis の 特徴 を そ れ ぞ れ示 した （TABLE 皿 ）．且） に は

菊花市場，荷花池市場，香港市場 で 入手 した 蒼朮 が 含 まれ

る こ とか ら，中国市場 に は A ．chinensis を 基原 とす る蒼朮

も広 く流通 して い る こ とが 示 唆 され た．皿） は 6 を　
’i，．成分

と し他 の 成分，1〜5 は 検出 さ れ な か っ た．こ の 特徴か ら

A ．leoreanaを 基 原 とす る と推定 さ れ た．　 A ．　 horeα na は 資

源が少な く，本種 を 基原 とす る蒼朮 は市場性が な い た め，

H 局 の 蒼朮 の 規定 か らは削除され て い る
3）． しか し，中国

の 限 られ た 地域 で は現在 も蒼朮 と して 流 通 し，用 い られ て

い る こ とが 分 か っ た ．

　白朮 は D2 を 主成分 と し，5 を含有す る もの （Bl〜B6）

と，H ）2 を 主 成分 とす る もの （B7 〜Bl2） に 1＞く別 さ れ た．

1 ） と 且） は生薬 の 外部形 態 が 明 瞭 に 異 な った．そ の 特徴

か ら，1）は オ ケ ラ．4．」
’
aPonica 　Ko エDZ．　ex ．　K 【TAM ．を 3）

，　 U）

は 中国 で 広 く栽 培 さ れ て い る オ オ バ ナ オ ケ ラ A ，

m α crocePhal α　Komz ．を 2〕，それ ぞ れ基 原 とす る 白朮で ある

と推定 した．蒼朮基原植物 と の 交雑 を 示唆する精涌成分 の

特徴を示す白朮 は み られず，成分の 変動は蒼朮 と比 較 して

ノ」丶さ か っ た．

結 論

　1．　 中国 に 生育す る蒼朮基原植物に お い て み られ る精抽

成分の 変異 は，調査地域 か ら産出 され た 蒼朮 の 成 分 の 特微

を よ く反 映して い る こ と を確認す る こ とが で き た．

　 2． 近年流通す る 蒼朮 rf煬 品 の 精油成分 は こ れ ま で 調 査

して き た 基 原植物 の 成分変異 に 包含 さ れ た ．こ の 結果 か

ら，こ れ まで 行 っ て きた 自生地調査 は市場品 の 現状を ほ ぼ

網羅 し，反映 して い る と判断した．

　3．　 日本市場品 は，調 査検体 数 は少 な か った が，湖北 ・

安徽型 君．lancea を基原とす る もの が多い と推定さ れ，産

地 は湖北，安徽 陜西，河南眷で あ る と考 え られ る．こ れ

に 対 し て ，中国 市場 で は，A ．　 tancea だ け で な く A ．

chinensis を基 原 と す る蒼朮 も広 く流通す る こ とを示唆す

る結果を得た．こ の 違 い は 日局 の 成分規定 に 適合す る蒼朮

が選択的 に輸入 され て い るた め と思 わ れ る．

　4． 蒼朮 は 6 に よ っ て 白朮 と明瞭 に 区別 で きる こ と が示

され， こ れまで の 報告を支持す る結果を得た，2 は 自朮 の

主 精油成分 で あ っ た が，蒼朮からも検出され，白乖 に 相当

す る 含量 を示 す もの もみ ら れ た． 2 は蒼朮基原植物に も広

く含有 され る成分で あ り，2 の 含量 は蒼朮 と白麗を区別 で

き る形質で は な い と考え られ る．
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